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先
ご
ろ
公
表
さ
れ
た
笹
川

ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
調
査
報
告

書
「
子
ど
も
・
青
少
年
の
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
・
デ
ー
タ
２

０
２
３
」
は
、
無
作
為
に
抽

出
さ
れ
た
全
国
の
４
〜
１１
歳

２
４
０
０
人
、
１２
〜
２１
歳
の

３
０
０
０
人
を
対
象
に
２
０

２
３
年
６
〜
７
月
の
間
、
訪

問
留
置
き
に
よ
る
方
式
で
行

わ
れ
た
。

１２
〜
２１
歳
で
学
校
の
運
動

部
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と

回
答
し
た
生
徒
の
割
合
が
高

か
っ
た
上
位
５
は
表
の
通

り
。
年
次
推
移
で
は
上
下
差

が
あ
る
が
、
中
学
校
は
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
高
校
で
は
サ
ッ
カ

ー
、
野
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

が
継
続
し
て
上
位
に
あ
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
の
質
問
は
１２
〜
２１
歳
の

回
答
者
の
保
護
者
を
対
象
に

「
学
校
運
動
部
活
動
を
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
が
担

う
こ
と
」
へ
の
認
知
を
聞
い

た
も
の
。
全
体
で
最
も
多
か

っ
た
の
は
「
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
」
と
の
回
答
で
３７
・
０

％
、
次
い
で
「
知
ら
な
い
」

が
３２
・
３
％
だ
っ
た
。
そ
の

一
方
「
内
容
ま
で
良
く
知
っ

て
い
る
」
（
４
・
２
％
）
、

「
概
要
は
知
っ
て
い
る
」

（
２６
・
４
％
）
な
ど
「
知
っ

て
い
る
」
保
護
者
は
３
割
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

男
女
別
で
こ
の
傾
向
に
あ

ま
り
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
一
方
、
中
学
校
期

の
生
徒
の
保
護
者
は
「
良
く

知
っ
て
い
る
」
「
概
要
は
知

っ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
て
３７

・
２
％
が
認
知
。
高
校
期
の

３１
・
２
％
を
６
㌽
上
回
っ
て

い
る
。

地
域
移
行
へ
の
保
護
者
の

考
え
方
で
、
全
体
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」（
４２
・
２
％
）、
次

い
で
「
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

学
校
が
望
ま
し
い
」（
２４
・
３

％
）、「
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

地
域
に
移
行
し
た
ほ
う
が
が

良
い
」（
１４
・
７
％
）、「
学
校

が
望
ま
し
い
」（
１１
・
７
％
）、

「
地
域
移
行
の
ほ
う
が
よ
い
」

（
７
・
１
％
）の
順
。「
学
校
の

方
が
望
ま
し
い
」「
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
」
を
合
わ
せ
た
回

答
は
高
校
期（
４１
・
２
％
）で
、

中
学
校
期
（
３５
・
０
％
）
よ

り
多
か
っ
た
。

良
か
っ
た
こ
と
は

「
友
達
が
で
き
た
」

運
動
部
活
動
を
通
じ
て
良

か
っ
た
こ
と
は
、
全
体
で
は

「
仲
の
良
い
友
達
が
で
き
た
」

（
７１
・
７
％
）、「
技
術
が
上
達

し
た
」（
６４
・
９
％
）。「
学
校

生
活
が
充
実
し
た
」（
３８
・
６

％
）、「
体
力
に
自
信
が
つ
い

た
」（
３７
・
０
％
）、「
試
合
に

勝
て
た
」（
３６
・
１
％
）な
ど
が

多
か
っ
た
。「
仲
の
良
い
友
達

が
で
き
た
」や「
学
校
生
活
が

充
実
し
た
」
は
中
学
校
期
よ

り
高
校
期
の
割
合
が
高
か
っ

た
。一

方
「
良
く
な
か
っ
た
こ

と
」で
は
、全
体
で
多
か
っ
た

の
は
「
勉
強
と
の
両
立
が
難

し
い
」（
４２
・
０
％
）、「
自
由

な
時
間
が
少
な
い
」（
３４
・
１

％
）、「
休
日
が
少
な
い
」（
３１

・
０
％
）、「
疲
れ
や
す
い
」（
２９

・
６
％
）、「
思
う
ほ
ど
う
ま
く

な
れ
な
い
」（
１３
・
１
％
）、「
試

合
で
勝
て
な
い
」（
１１
・
７
％
）

な
ど
だ
っ
た
。
「
試
合
で
勝

て
な
い
」
を
除
い
た
す
べ
て

の
項
目
で
、
中
学
校
期
よ
り

高
校
期
が
多
か
っ
た
。

部
活
動
の
学
校
か
ら
地
域
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
３
割
が
「
知
っ
て
い

る
」
（
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
４
・
２
％
、
「
概
要
は
知
っ
て
い
る
」
２６
・
４
％
）
と

回
答
。
ま
た
「
学
校
で
の
活
動
が
望
ま
し
い
」
（
１１
・
７
％
）
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
学
校
で
の
活
動
が
望
ま
し
い
」
（
２４
・
３
％
）
な
ど
保
護
者
の
３
分
の
１
以
上
が
学

校
で
の
活
動
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
―
―
日
本
財
団
の
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
調

査
結
果
で
、
生
徒
は
運
動
部
活
動
を
通
じ
て
「
良
か
っ
た
こ
と
」
に
「
友
達
が
で
き

た
」
「
技
術
が
上
達
し
た
」
、
「
良
く
な
か
っ
た
こ
と
」
は
「
勉
強
と
の
両
立
が
難
し

い
」
「
自
由
な
時
間
が
少
な
い
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
学
校
給
食
の
実
施
に
お
け
る
地
場
産

物
の
使
用
状
況
は
全
国
平
均
で
５５
・
４
％
、
国
産
食
材
は

８８
・
６
％
。
第
４
次
食
育
推
進
基
本
計
画
に
示
さ
れ
た
２

０
２
５
年
度
ま
で
の
達
成
目
標
に
は
届
い
て
い
な
い
。

先
ご
ろ
文
部
科
学
省
が
公

表
し
た
２
０
２
３
年
度
学
校

給
食
の
地
場
産
物
・
国
産
食

材
の
使
用
状
況
調
査
は
、
昨

年
６
月
、
１１
月
の
第
３
週
の

５
日
間
の
献
立
を
、
各
都
道

府
県
の
抽
出
し
た
そ
れ
ぞ
れ

７
調
理
場
（
校
）
か
ら
金
額

ベ
ー
ス
で
換
算
し
た
も
の
。

地
場
産
物
使
用
割
合
の
全

国
平
均
は
５５
・
４
％
、
国
産

食
材
は
８８
・
６
％
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
地

場
産
物
と
国
産
食
材
の
使
用

率
最
も
高
か
っ
た
の
は
共
に

山
口
県
で
、
地
場
産
物
が
８７

・
２
％
、
国
産
食
材
が
９８
・

０
％
だ
っ
た
。
最
も
少
な
か

っ
た
の
は
、
地
場
産
物
が
大

阪
府
で
７
・
２
％
、
国
産
食

材
は
沖
縄
県
で
７３
・
７
％
だ

っ
た
。
最
多
県
と
最
小
県
の

開
き
が
、
地
場
産
物
利
用
で

は
大
き
か
っ
た
。

第
４
次
食
育
推
進
基
本
計

画
で
は
、
地
場
産
物
・
国
産

食
材
の
使
用
割
合
が
２
０
１

９
年
度
よ
り
維
持
・
向
上
し

た
都
道
府
県
が
２
０
２
５
年

度
ま
で
に
９０
％
以
上
で
あ
る

こ
と
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
地
場
産
物
は

２２
年
度
５６
・
５
％
か
ら
１
・
１

㌽
、国
産
食
材
は
８９
・
２
％
か

ら
０
・
６
㌽
減
少
し
た
。

文
部
科
学
省
が
先
ご
ろ
公

表
し
た
今
春
の
高
校
・
大
学

等
卒
業
者
の
就
職
状
況
調
査

に
よ
る
と
、
高
校
卒
業
者
で

就
職
を
希
望
す
る
者
の
就
職

率
は
３
月
末
現
在
で
９８
・
０

％
（
前
年
同
）
、
大
学
（
学

部
）
は
４
月
１
日
現
在
で
調

査
開
始
以
来
過
去
最
高
の
９８

・
１
％
（
０
・
８
㌽
増
）
だ

っ
た
。

２
０
２
４
年
４
月
１
日
現

在
の
大
学
卒
業
者
の
就
職
率

は
９８
・
１
％
で
、
調
査
を
開

始
し
た
１
９
９
６
年
以
来
で

過
去
最
高
と
な
っ
た
。
し
か

し
短
期
大
学
の
就
職
率
は
９７

・
４
％
で
前
年
よ
り
０
・
７

㌽
低
下
し
た
。
ま
た
高
等
専

門
学
校
の
就
職
率
は
１
０
０

％
（
０
・
８
㌽
増
）
、
専
修

学
校
専
門
課
程
の
就
職
率
は

９７
・
５
％
（
１
・
８
㌽
増
）

で
そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
高
と
な

っ
た
。

大
学
男
女
別
で
は
、
男
子

大
学
生
の
就
職
率
は
、
９７
・

９
％
（
前
年
同
期
比
０
・
６

㌽
上
昇
）
で
調
査
開
始
以

降
、
過
去
最
高
、
女
子
は
９８

・
３
％
（
同
１
・
０
㌽
上

昇
）
。
大
学
文
系
・
理
系
別

で
は
、
文
系
の
就
職
率
は
９７

・
９
％
（
前
年
同
期
比
０
・

８
㌽
上
昇
）
で
調
査
開
始
以

降
２
番
目
に
高
い
水
準
、
理

系
の
就
職
率
は
９８
・
８
％

（
同
０
・
７
㌽
上
昇
）
で
過

去
最
高
だ
っ
た
。

２
０
２
４
年
３
月
の
新
規

高
等
学
校
卒
業
者
は
９２
万
５

３
３
９
人
（
前
年
比
４
万
２

９
６
４
人
減
）
だ
っ
た
。
就

職
希
望
者
は
１２
万
９
９
０
７

人
（
同
７
９
３
６
人
減
）
、

そ
の
う
ち
就
職
者
は
１２
万
７

２
６
６
人
（
同
７
７
６
９
人

減
）
で
就
職
率
は
９８
・
０
％

（
同
同
）
。

就
職
率
を
男
女
別
で
み
る

と
、
男
子
は
９８
・
４
％
、
女

子
は
９７
・
２
％
だ
っ
た
。
学

科
別
で
は
高
い
順
に
、
工
業

９９
・
５
％
、
水
産
９９
・
２

％
、
商
業
９８
・
９
％
、
福
祉

同
、
情
報
９８
・
８
％
、
農
業

９８
・
７
％
、
家
庭
９８
・
４

％
、
看
護（
５
年
次
）９８
・
３

％
、
総
合
学
科
９７
・
７
％
、

普
通
９５
・
９
％
。
ま
た
就
職

率
の
高
い
県
は
福
島
県
９９
・

９
％
、
富
山
県
同
、
福
井
県

９９
・
８
％
、
三
重
県
９９
・
７

％
、
秋
田
県
９９
・
６
％
、
和

歌
山
県
同
、
香
川
県
同
、
広

島
県
同
な
ど
。
低
か
っ
た
の

は
沖
縄
県
９０
・
７
％
、
神
奈

川
９１
・
９
％
、
千
葉
県
９５
・

３
％
、
滋
賀
県
９５
・
７
％
、

北
海
道
９６
・
２
％
、
大
阪
府

９６
・
３
％
な
ど
だ
っ
た
。

公
立
学
校
の
英
語
に
よ
る

言
語
活
動
を
半
分
以
上
の
時

間
で
行
っ
て
い
る
割
合
は
、

２
０
２
３
年
度
で
小
学
校
が

９４
・
４
％
、
中
学
校
が
７５
・

１
％
、
高
等
学
校
は
全
体
で

５４
・
３
％
で
い
ず
れ
も
前
年

度
よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
、
文
部
科
学
省
が
先

ご
ろ
公
表
し
た
２
０
２
３
年

度
「
英
語
教
育
実
施
状
況
調

査
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
査
は
全
て
の
公
立
小
・

中
・
高
等
学
校
を
対
象
に
、２

０
１
３
年
度
か
ら
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
生
徒
・

教
員
の
英
語
力
は
向
上
。
中

学
校
で
は
英
検
３
級
レ
ベ
ル

の
生
徒
が
１３
年
度
３２
・
２
％

か
ら
、２３
年
度
は
５０
・
０
％
、

教
員
は
準
１
級
レ
ベ
ル
が
２７

・
９
％
か
ら
４４
・
８
％
。
高

等
学
校
で
は
生
徒
が
３２
・
２

％
か
ら
５０
・
６
％
に
、
教
員

が
５２
・
７
％
か
ら
８０
・
７
％

に
増
え
た
。

７
割
の
中
学
校
、
４
割
の

高
等
学
校
で
、
英
語
担
当
教

員
が
会
話
の
半
分
以
上
を
英

語
で
行
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
が
授
業
の
半
分
以
上
に

参
画
し
て
い
る
学
校
の
割
合

は
、小
学
校
が
７２
・
８
％
、中

学
校
が
２４
・
０
％
、高
等
学
校

が
９
・
７
％
。参
画
の
具
体
的

な
活
動
は
、「
教
員
と
の
や
り

取
り
を
児
童
生
徒
に
示
す
モ

デ
ル
提
示
」、「
児
童
生
徒
の

や
り
取
り
の
相
手
」、「
発
音

の
モ
デ
ル
・
発
音
指
導
」、「
児

童
生
徒
の
発
言
・
作
文
等
へ

の
コ
メ
ン
ト
・
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
」な
ど
。

（
一
社
）新
経
済
連
盟
（
三

木
谷
浩
史
代
表
理
事
、
新
経

連
）
は
先
ご
ろ
、
「
次
世
代

教
育
の
実
現
に
向
け
た
政
策

提
言
」
を
公
表
。
５
月
２０
日

ま
で
に
文
部
科
学
省
、
デ
ジ

タ
ル
庁
、
経
済
産
業
省
な
ど

の
関
係
省
庁
に
手
交
し
た
。

提
言
は
①
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
実
現
、

②
教
育
Ｄ
Ｘ
の
加
速
、
③
教

職
員
の
対
応
力
向
上
を
３
つ

の
柱
に
位
置
付
け
。
公
教
育

へ
の
投
資
拡
大
や
国
家
予
算

の
教
育
費
の
割
合
を
増
や
す

こ
と
を
、
柱
の
土
台
と
す
る

よ
う
提
言
す
る
。

〈
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ

ッ
プ
教
育
の
実
現
〉
次
期
学

習
指
導
要
領
へ
の
盛
り
込
み

（
ア
ン
ト
レ
教
育
の
義
務
教

育
段
階
か
ら
の
体
系
化
の
た

め
、
授
業
時
数
確
保
や
情
報

教
育
の
時
間
数
増
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
や
評
価
制
度
の
整

備
）
／
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
改
正
等
や
ア
ン
ト

レ
教
育
版
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
活
用
前
提
の
質
の
高

い
教
材
や
地
域
人
材
確
保
／

新
経
連
学
校
教
育
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
実
践
活
動

〈
教
育
Ｄ
Ｘ
の
加
速
〉
提

言
実
現
の
た
め
教
育
デ
ー
タ

利
活
用
前
提
の
教
育
デ
ー
タ

の
標
準
化
・
統
一
化
・
オ
ー

プ
ン
化
／
教
育
現
場
で
の
校

務
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
原
則
の

徹
底
／
学
校
フ
ル
ク
ラ
ウ
ド

化
を
前
提
と
し
た
遠
隔
教
育

活
用
の
促
進
と
定
点
観
測

〈
教
職
員
の
対
応
力
向
上
〉

対
応
力
向
上
の
た
め
教
職
員

の
リ
ス
キ
ン
グ
の
実
施
（
ア

ン
ト
レ
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
）
／
教
職
員

の
働
き
方
改
革
実
現
の
た
め

地
方
単
位
の
学
校
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
充
実
や
単
純
業
務
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

出
入
国
在
留
管

理
庁
が
初
め
て
行

っ
た
、
外
国
人
受

入
れ
を
巡
る
意
識

調
査
で
、
地
域
に

外
国
人
が
増
え
る

こ
と
を
「
好
ま
し
い
」
と
し

た
人
は
、
１０
代
が
半
数
超
だ

っ
た
反
面
、
５０
代
以
上
で
は

３
割
以
下
だ
っ
た
▼
意
識
の

背
景
に
は
、
異
文
化
に
直
接

触
れ
る
機
会
の
差
が
あ
り
そ

う
。
１０
代
で
は
学
校
の
ク
ラ

ス
な
ど
に
外
国
籍
の
生
徒
が

在
籍
し
て
い
る
の
が
普
通
。

２０
〜
５０
代
で
は
若
い
企
業
ほ

ど
職
場
の
多
国
籍
化
が
進
展

し
て
い
る
▼
文
科
省
の
英
語

教
育
実
施
状
況
調
査
で
は
、

児
童
生
徒
が
外
国
の
文
化
と

直
に
接
す
る
機
会
で
あ
る
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
活
動
が
年
々
増
え
て

い
る
よ
う
だ
。
英
語
の
授
業

の
半
分
以
上
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
参

画
し
て
い
る
小
学
校
は
前
年

７０
・
４
％
か
ら
７２
・
８
％

に
、
中
学
校
は
１９
・
５
％
か

ら
２４
・
０
％
、
高
等
学
校
は

６
・
９
％
か
ら
１０
・
８
％
へ

と
増
加
し
た
（
２
０
２
３
年

度
）
。
▼
し
か
も
英
語
の
授

業
以
外
に
も
活
動
の
場
面
は

広
が
り
、
異
文
化
の
理
解
に

は
む
し
ろ
英
語
の
授
業
だ
け

よ
り
適
し
て
い
る
。
保
守

的
、
排
他
的
な
傾
向
は
年
齢

と
の
関
係
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
で
結
論
付
け
る
こ

と
な
く
、
固
定
観
念
や
価
値

観
が
固
ま
る
前
の
若
い
世
代

に
向
け
、
学
校
こ
そ
多
様
性

に
富
ん
だ
環
境
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。

地場産物・国産食材の使用状況
（２０２３年度）

地場産物の使用割合
７．２%
８．８%
２１．５%
２７．４%
２８．６%

国産食材の使用割合
７３．７%
８０．１%
８３．２%
８５．１%
８５．２%

大阪府
東京都
京都府
和歌山県
神奈川県

沖縄県
神奈川県
兵庫県
奈良県
秋田県

４７位
４６位
４５位
４４位
４３位

４７位
４６位
４５位
４４位
４３位

８７．２%
７７．７%
７６．７%
７４．７%
７４．３%

９８．０%
９５．４%
９５．３%
９４．４%
９４．１%

山口県
栃木県
鳥取県
愛媛県
茨城県

山口県
長野県
高知県
栃木県
鳥取県

１位
２位
３位
４位
５位

１位
２位
３位
４位
５位

所属する運動部の年次推移
２０１９年

高校
種目

サッカー
バスケットボール
野球
バドミントン
テニス（硬式）

２０２１年
高校

サッカー
バドミントン
バレーボール
野球
陸上競技

２０２３年
高校

バスケットボール
サッカー
バドミントン
バレーボール
野球

順位
１
１
１
４
５

１
１
３
４
４

１
２
２
４
４

中学校
種目

ソフトテニス（軟式）
バスケットボール
陸上競技
サッカー
野球

中学校
卓球
サッカー
バスケットボール
バレーボール
ソフトテニス（軟式）

中学校
ソフトテニス（軟式）
バスケットボール
卓球
バレーボール
陸上競技

順位
１
２
３
４
５

１
２
３
４
５

１
２
３
４
５

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

●●●●●●●●●
●●●●●●●●●

紙 面 案 内

おいしい献立写真 第９回……２面

食育・学校給食………………………………２面
今では世界が認めるスーパーフード�おとう
ふ�や味噌作りを指導。手と身体を動かし自分
で作った体験から、食材の大切さや環境問題に
目をむけさせる活動を寺田代表に聞いた。

入札・落札情報………………………………３面
千葉・芝山町教委が２０２６年稼働予定の新給食
センターの整備を進めている。アレルギー対応
食の他、省エネルギー、省力化に優れた最新機
器を導入する予定。

熱中症特集……………………………………５面
地球規模での気候変動により熱中症等をはじ
め様々なリスクが予想される。危険予測の機器
や熱中症の予防グッズ、冷却機器等の最新情報
を集めた。

教育旅行・ＳＤＧｓ……………………６・７面
首都圏から関西方面をはじめ、北海道から沖
縄まで全国各方面への修学旅行が、本格的シー
ズンを迎えた。専用列車だけでなく航空機利用
も年々増えている。

学校図書館……………………………………８面
雑誌『子供の科学』が創刊１００周年を迎えた。
長きにわたり、あらゆる事を科学的な視点から
とらえ、子供たちの知的好奇心に応え続けてい
る。その歴史と魅力について土舘建太郎編集長
に話を聞いた。

第３月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

水無月・風待月・季夏

月曜日
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２
０
２
３
年
度
の
使
用
状
況

国
産
食
材
は
８８
・
６
％
に

今
春
の

大
学
卒

就
職
率
過
去
最
高

給食
食材地場産物５５．４％給給食食
食食材材地場産物５５．４％

0.8
ポ
イ
ン
ト
増
え
98.1
％
に

文科省 英語教育実施状況調査

生徒の英語力が向上
英語の活動時間増加

（男女全体統計）
〈大学卒者の就職率の推移〉

ア
ン
ト
レ
教
育
等
充
実
を

部
活
動
の
地
域
移
行
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
調
査

新
経
連
が
政
策
提
言

保
護
者
の
３
割「
学
校
」希
望

（１） ２０２４年（令和６年）６月１７日（月曜日）
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